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　歯科への正当な評価が望まれるなか、
病院と診療所の分断、ベースアップ評価
料のような「ひも付き人件費」にとどま
る懸念、高額設備を前提とした施設基準
の標準化のおそれもあります。
　参院選後の医療政策が極めて重要とな
る中、次期診療報酬改定
を歯科の大幅プラス改定
とするために、いま何を
政策に求めていくかを考
える学習会とします。

歯科の人手不足　原因と採用コスト

考
え
る

考
え
る

雇
用
対
策
を

雇
用
対
策
を

医
院
の

医
院
の

１

全国から多数の発言
24・25年度　第３回保団連代議員会

部
加
筆
の
上
、
転
載
）

人
手
不
足

「
攻
め
」
の
採
用
を

―
―
医
業
の
人
手
不
足
は
ど
れ
く

ら
い
深
刻
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
商
・
東
商
が
２
０
２
３
年
に

行
っ
た
調
査
で
は
、
人
手
が
「
不

足
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
の
は

介
護
・
看
護
分
野
で
86
％
。
世
間

一
般
で
も
人
手
は
不
足
し
て
い
ま

す
が
、
介
護
・
看
護
業
は
ト
ッ
プ

を
走
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
業
界
で
も
深
刻
な
人
手
不

足
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
般
社
団

法
人　

全
国
歯
科
衛
生
士
教
育
協

議
に
よ
る
２
０
２
４
年
の
歯
科
衛

生
士
の
学
卒
の
求
人
件
数
は
１
４

７
、
１
３
２
件
あ
り
、
そ
れ
に
対

す
る
就
業
数
は
６
、
３
７
４
件

と
、
倍
率
は
21
・
８
倍
に
上
っ
て

い
ま
す
。
資
格
職
で
あ
る
歯
衛
生

士
の
求
人
が
難
し
い
の
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、

最
近
で
は
、
受
付
事
務
や
歯
科
助

手
も
採
用
が
で
き
ず
、
診
療
に
困

難
を
き
た
す
歯
科
医
院
が
出
て
き

は
「
自
社
が
求
め
て
い
た
人
材
で

は
な
か
っ
た
」
の
48
％
、
三
番
目

は
「
入
社
し
た
が
定
着
し
な
か
っ

た
」
の
27
％
で
し
た
。
ト
ッ
プ
の

「
募
集
を
し
て
も
応
募
が
な
か
っ

た
」
は
、
そ
も
そ
も
採
用
す
る
従

業
員
を
選
ぶ
選
ば
な
い
と
い
う
段

階
で
す
ら
な
い
の
で
、
か
な
り
致

命
的
で
す
。

今
や
医
療
機
関
は

「
選
ば
れ
る
側
」

―
―
採
用
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

す
ら
立
て
て
い
な
い
と
い
う
の
は

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
す
ね
。

　

人
材
争
奪
戦
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
戦
略
的
に
採
用
準
備
を
し
な

い
と
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

10
年
く
ら
い
前
は
、
医
療
機
関

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
従
業
員
を

選
ぶ
側
で
し
た
が
、
今
は
逆
に
選

ば
れ
る
側
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従

来
と
同
じ
受
け
身
の
採
用
姿
勢
で

は
中
々
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

採
用
に
失
敗
す
る
と
、
求
人
媒

体
に
払
う
費
用
も
痛
手
で
す
が
、

　

６
月
29
日
に
、
２
０
２
４

〜
25
年
度
第
１
回
保
団
連
代

議
員
会
が
開
か
れ
、
協
会
か

ら
保
団
連
副
会
長
の
小
澤
力

理
事
長
、
保
団
連
理
事
の
玉

川
尚
美
理
事
、
ま
た
代
議
員

の
平
尾
清
司
、
矢
部
あ
づ
さ

副
理
事
長
、
平
野
権
栄
理
事

と
事
務
局
が
参
加
し
た
。

　

本
代
議
員
会
で
は
、
議
事

１
（
会
務
報
告
）
、
議
事
２

（
24
年
度
決
算
・

監
査
報

告
）
、
議
事
３
（
26
年
度
診

療
報
酬
改
定
要
求
）
、
議
事

４
（
次
期
保
団
連
役
員
定

数
）
、
議
事
５
（
千
葉
県
保

険
医
協
会
の
法
人
化
に
伴
う

組
織
加
入
）
、
議
事
６
（
代

議
員
会
決
議
「
平
和
を
守

り
、
医
療
・
社
会
保
障
と
暮

ら
し
を
立
て
直
す
政
治
へ
の

転
換
を
求
め
る
」
）
が
提
案

さ
れ
た
。

　

討
論
で
は
、

保
険
証
存

続
、
診
療
報
酬
改
善
運
動
、

歯
科
医
療
提
供
体
制
、
な
ど

に
つ
い
て
１
４
５
の
発
言
が

全
国
の
協
会
か
ら
寄
せ
ら

れ
、
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。

大
阪
歯
科
協
会
か
ら
は
①

「
医
療
費
４
兆
円
削
減
を
許

さ
な
い
取
り
組
み
を
広
げ
よ

う
」
、
②
「
歯
科
衛
生
士
の

浸
潤
麻
酔
問
題
で
厚
労
省
の

姿
勢
を
た
だ
す
」
、
③
「
歯

科
医
師
国
家
試
験
合
格
者
数

抑
制
政
策
の
見
直
し
に
向
け

た
取
組
み
の
強
化
を
求
め

る
」
、
④
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

か
ら
発
信
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
援
を
」
の

５
発
言
を
し
た
。
口
頭
発
言

で
平
尾
副
理
事
長
は
歯
科
衛

生
士
の
浸
潤
麻
酔
問
題
に
つ

い
て
、
今
後
の
要
請
で
保
険

診
療
上
の
扱
い
に
つ
い
て
追

及
し
、
国
民
が
安
心
・
安
全

等
め
ざ
す
保
団
連
の
取
組
み

の
強
化
に
つ
い
て
」
、

⑤

「
被
爆
80
年
、
広
島
・
長
崎

な
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
厚
労
省
を
突
き
動
か

す
取
り
組
み
に
し
た
い
と
訴

え
た
。

　

最
後
に
、
す
べ
て
の
議
事

が
採
択
さ
れ
、
代
議
員
会
決

議
が
拍
手
に
よ
っ
て
承
認
さ

れ
た
。

春夏秋冬
　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
６
月
25
日
、
イ
ラ

ン
に
対
す
る
米
軍
の
核
施
設
攻
撃
に
言
及

し
、「
あ
の
一
撃
で
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

広
島
の
例
は
使
い
た
く
な
い
し
、
長
崎
の

例
も
使
い
た
く
な
い
が
、
本
質
的
に
は
同

じ
だ
」
と
語
っ
た
。
広
島
、
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
を
引
き
合
い
に
米
軍
の
攻
撃
を
正

当
化
す
る
発
言
に
対
し
、
被
爆
者
な
ど
か

ら
発
言
の
撤
回
と
謝
罪
を
求
め
る
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
発
端
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

６
月
12
日
の
イ
ラ
ン
の
核
施
設
へ
の
先
制

攻
撃
で
、
続
い
て
ア
メ
リ
カ
が
同
22
日
に

イ
ラ
ン
核
施
設
へ
の
攻
撃
を
強
行
し
た
こ

と
に
あ
る
。
な
ぜ
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ

カ
は
イ
ラ
ン
に
攻
撃
を
開
始
し
た
の
か
。

こ
こ
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
連
憲
章
で
は
国
連
加
盟
国
の
武
力
行

使
を
禁
止
し
て
い
る
。
例
外
的
に
認
め
て

い
る
の
は
、
個
別
的
・
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
、
安
全
保
障
理
事
会
が
認
め
た
場
合

に
限
っ
て
い
る
が
、
今
回
強
行
さ
れ
た
イ

ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ン
へ
の
攻

撃
は
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。
国
連
憲

章
と
国
際
法
違
反
の
無
法
な
先
制
攻
撃
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
核
兵
器
保
有
国
は
、
核
兵
器
不

拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
※
上
の
保
有
が
認

め
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の
５
カ
国
で

あ
る
。
他
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
非
加
盟
国
で
あ
る
イ

ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
北

朝
鮮
が
保
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ
が
先
制
攻
撃
の
理
由

を
「（
イ
ラ
ン
の
）
核
兵
器
の
脅
威
を
そ

ぐ
た
め
だ
」
と
強
弁
し
た
と
し
て
も
、
国

際
社
会
で
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し

て
、
日
本
は
こ
の
無
法
な
先
制
攻
撃
を
容

認
し
、
問
題
発
言
へ
の
抗
議
も
し
て
い
な

い
。
先
制
攻
撃
の
容
認
は
日
本
の
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
に
つ
な
が
る
。
ア
メ
リ
カ

が
攻
撃
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
な
ど
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
日
本
か
ら
他
国
へ
の
先
制
攻

撃
す
ら
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
事
態
が

待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ
の
無

法
な
先
制
攻
撃
が
強
く
非
難
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
日
本
政
府
は
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
被
爆
者
へ
の
謝
罪
と
発

言
の
撤
回
を
求
め
る
べ
き
だ
。

　

今
年
８
月
、
日
本
は
戦
後
、
被
爆
80
年

を
迎
え
る
。
半
年
前
、
被
爆
者
の
団
体
で

あ
る
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（
日
本
被
団
協
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
が
全
世

界
の
共
通
の
想
い
で
あ
る
。
日
本
は
被
爆

国
そ
し
て
平
和
憲
法
を
持
つ
国
と
し
て
役

割
を
発
揮
し
、
世
界
に
核
兵
器
廃
絶
、
戦

争
や
め
よ
の
声
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

※
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
＝

Treaty 
on 
the 

Non-Proliferation 

of Nuclear Weapons

）
は
、
①
核
不
拡

散
、
②
核
軍
縮
、
③
原
子
力
の
平
和
利
用

な
ど
に
つ
い
て
主
に
規
定
し
た
条
約
。
１

９
７
０
年
に
発
効
し
、
日
本
も
同
年
署

名
。
１
９
１
の
国
と
地
域
が
批
准
し
て
い

る
。
非
締
約
国
は
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
４
カ

国
。
こ
れ
に
北
朝
鮮
が
条
約
か
ら
脱
退
し

た
と
主
張
し
て
い
る
。

戦
後
80
年
を
迎
え
る

核
兵
器
の
正
当
化
許
さ
れ
な
い

　

ま
た
、
厚
労
省
が
６
月
20

日
、
歯
科
衛
生
士
の
浸
潤
麻

酔
の
実
施
を
推
奨
す
る
も
の

で
は
な
い
と
強
調
し
た
う
え

で
「

研

修

プ

ロ

グ

ラ

ム

（
例
）」
を
示
し
た
こ
と
に
つ

い
て
も
議
論
し
た
。

　

生
活
保
護
引
き
下
げ
処
分

の
取
り
消
し
を
求
め
た
「
い

の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
で
、

最
高
裁
小
法
廷
は
６
月
27

日
、
基
準
引
き
下
げ
は
違
法

と
す
る
判
決
を
言
い
渡
し

た
。
理
事
か
ら
「
こ
の
勝
訴

判
決
は
歴
史
的
判
決
だ
。
生

活
保
護
は
就
学
援
助
な
ど
各

種
制
度
の
基
準
に
も
な
っ
て

い
る
。
そ
の
影
響
は
大
き

い
」
と
意
見
が
出
た
。

　

協
会
は
５
日
、
第
４
回
理

事
会
を
開
き
、「
保
険
で
よ

い
歯
科
」
署
名
推
進
の
運

動
、
歯
科
衛
生
士
の
浸
潤
麻

酔
行
為
、
生
活
保
護
引
き
下

げ
違
憲
訴
訟
の
勝
訴
判
決
の

評
価
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
」
署

名
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
削

減
の
圧
力
を
跳
ね
返
し
大
幅

な
プ
ラ
ス
改
定
に
す
る
た
め

秋
の
最
終
提
出
に
向
け
、
改

め
て
運
動
を
強
化
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
２
万
筆
を
協

会
目
標
に
掲
げ
、
理
事
、
地

区
役
員
を
先
頭
に
訪
問
や
郵

送
な
ど
を
取
り
入
れ
た
署
名

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

第
４
回
理
事
会
報
告

大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
を

「
保
険
で
よ
い
歯
科
」
署
名

大阪歯科保険医協会サマーセミナー

医療費４兆円
削減問題について

講師：長友薫輝氏
（佛教大学准教授、日本医療福祉政策学会副会長）

日時： ８月23日（土）
15時～17時

場所：Ｍ＆Ｄホール
会員無料／事前申込制
（現地60人、WEB200人）

　

２
０
２
５
年
は
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
り
、
労
働
力
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
先
の
見
え
な
い
人
手
不
足
に
ど
う

立
ち
向
か
う
べ
き
か
。
ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｍ
総
合

事
務
所
代
表
の
加
藤
深
雪
特
定
社
会
保
険

労
務
士
に
お
話
を
伺
っ
た
。
（
「
東
京
保
険

医
新
聞
」
２
０
２
４
年
４
月
15
日
号
に
一

円
、
パ
ー
ト
で
時
給
１
、
８
１
８
円
に
上

っ
て
い
て
、
看
護
師
／
准
看
護
師
の
常
勤

月
30
万
円
、
パ
ー
ト
時
給
１
、
８
５
０
円

と
同
水
準
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
週
休
３
日
を
選
べ
る
勤
務
体
系
を
整

備
す
る
医
院
も
増
え
て
お
り
、
賃
金
や
処

遇
改
善
を
行
っ
て
採
用
に
結
び
付
け
よ
う

と
す
る
医
院
の
姿
が
見
え
ま
す
。

　

ま
た
、
や
や
古
い
で
す
が
、
２
０
１
７

年
に
人
手
が
充
足
で
き
な
い
理
由
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、「
募
集
を
し
て
も
応
募
が
な

か
っ
た
」
が
最
も
多
く
63
％
で
、
二
番
目

て
い
ま
す
。
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
大
手

飲
食
チ
ェ
ー
ン
や
小
売
り
な
ど
の
人
手
不

足
業
界
が
大
幅
に
賃
金
を
上
げ
て
き
て
お

り
、
歯
科
業
界
か
ら
人
材
が
流
出
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
人

材
争
奪
戦
が
激
し
く
な
る
中
で
、
歯
科
衛

生
士
の
賃
金
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ジ
ョ

ブ
メ
ド
レ
ー
に
よ
る
と
、
常
勤
で
月
30
万

院
長
が
面
接
や
書
類
選
考
な
ど
選
考
過
程

に
関
わ
る
時
間
も
損
失
コ
ス
ト
に
な
り
ま

す
。
採
用
し
た
場
合
は
教
育
も
コ
ス
ト
の

一
部
に
な
り
ま
す
が
、
短
期
で
退
職
す
る

と
ま
た
振
出
し
に
戻
り
ま
す
。
採
用
と
い

う
の
は
ト
ー
タ
ル
で
非
常
に
コ
ス
ト
が
か

か
り
、
経
営
に
直
結
し
た
問
題
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

申込は下記
QRコードから


